
なぜ、学びの自律化・個別最適化か？

〜目的をおさえる〜

横浜創英中学・高等学校長 工藤 勇一



【個人の Well-Being】

人が社会の中で
よりよく生きていく

【社会の Well-Being 】

よりよい(持続可能な)
社会をつくる



2030年
人口爆発

食糧問題

環境問題

・・・・

・・・・

・・・・

どの問題も
利害の対立が起こる
解決は簡単じゃない

自国だけでは問題解決できない時代に！

人類は岐路に立つ



2015年
国連で採択
世界161カ国

17の開発目標



【個人の Well-Being】

人が社会の中で
よりよく生きていく

【社会の Well-Being 】

よりよい(持続可能な)
社会をつくる



当事者意識



ますます自己決定する力が必要

なのに・・・



若者の「国や社会に対する意識」

日本財団「18歳意識調査」から 2019.11



ユニセフ報告書「レポートカード16」から 2020.9



内閣府 2019年版「子ども・若者白書」から



人は与えられることに慣れていく

（サービス産業化した教育）



主体性を失い
自分も他人も嫌いになる
不幸な気持ちになる

手をかければかけるほど
生徒は自律できなくなり

自分がうまくいかないことを
誰かのせいにするようになる



当事者意識のなさ 自己肯定感の低さ

幸福度の低さ
主体性を失う

与え続ける教育



目的 自律した生徒を
育成する

目的 基礎学力を
身につけさせる

知 育徳育 体育

確かな学力豊かな人間性 体力・健康

手段の目的化

生きる力



1. 何を教えて（カリキュラム）

2. どう教えるか（教え方）

〈これまでは教師の立場から見てきた〉



一斉教授型（受け身）の授業では
主体性・当事者意識は育たない！

解決に向けた対話力も育たない！



1. 何を学んで（カリキュラム）

2. どう学ぶか （学び方）

〈これからは学習者主体で〉
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学びのスǿイルは人それぞれ異なる
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学び方 ＝ 将来の働くスǿイルに



1. 何を学んで（カリキュラム）

2. どう学ぶか （学び方）
ICTテクノロジー

〈これからは学習者主体で〉


